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　東京パラリンピックへの出場を目指す、知的障がい者卓球の
日本代表強化指定選手が、当市で合宿を行いました。
　参加選手14人は、ヨリネスしばたで新発田竹俣特別支援学校
の生徒と卓球で交流を深めたり、諏訪神社で必勝を祈願したり
した後、カルチャーセンターで強化練習を行い、汗を流しました。
　参加した当市出身の美

み お

遠さゆり選手は、「地元で合宿ができ
てうれしいです。これをきっかけに、もっと多くの人にパラリン
ピック選手のことを知ってほしいです」と話しました。

開会まであと500日！
目指せ東京2020パラリンピック出場！！

4/10～12 知的障がい者卓球日本代表強化指定選手合宿

　桜が見頃となった新発田城址公園と加治川治水記念公園で、
「新発田の春まつり」が行われました。
　週末、晴天、満開の3拍子がそろうことは近年ではめずらしく、
おおぜいの花見客で賑わいました。
　訪れた方々は、持参したお弁当や屋台で買った食べ物をほおば
りながら、木の下で桜の花を観賞したり、桜並木を撮影したりと、
思い思いに新発田の春を満喫。どちらの会場にも、たくさんの来
場者の笑顔があふれていました。

快晴の空の下、桜もより美しく
絶好のお花見日和の中で春を満喫

4/12・13 新発田の春まつり

5月22日㊌

6月 3日㊊

6月17日㊊

今後の「広報しばた」発行日

　４月１日に、新たな元号が「令和」となることが発表されまし
た。これを祝して、中央図書館では、おおぜいの皆さんに改元に
ちなんだ本に親しんでもらおうと、特設コーナーを開設。新元号
の出典となった「万葉集」のほか、歴代の元号や皇室などに関
わる書籍を展示しています。
　来館者の中には、展示場所にある「令和」の文字を目にする
と、思わず本を手に取る人の姿も。正に旬の話題をテーマにし
た資料を前にし、興味深げな様子で読書を楽しんでいました。

元気な声が再び響く
旧松浦小学校がスポーツ施設に

「平成」から新たな時代へ
新元号「令和」に親しもう！

３/３０ 松浦屋内多目的運動場オープン４/２ 中央図書館 新元号「令和」特別展示

　平成２９年度をもって、学校統合により閉校した松浦小学校。
同校の体育館が、野球・フットサル・ラグビーの練習などに利用
できる屋内運動場として生まれ変わりました。
　この日は、４月１日のオープンに先駆け、地元の野球チームに
所属する子どもたちや関係者が集まり、同施設の完成を祝う式
典が行われました。式典終了後に、人工芝や防球ネットが備えら
れた運動場で、子どもたちが元気な声をあげながら初練習を行
う姿を、大人たちは笑顔で見守っていました。
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地域おこし協力隊奮闘記／市民
活動だより／図書館へ行こう

6月から水道料金を改定します

情報掲示板

あつまれ！！ハッピーキッズ

市民の広場

しばたキラ人めぐり

　新発田中央公園
の桜並木。市内でも
有数の桜の名所の
一つです。満開の桜
トンネルが、今年も
おおぜいの方の目
を楽しませてくれま
した。
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